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平成 25年度学校関係者評価報告書 

 

学校法人コア学園 

飯田コアカレッジ 

                                  学校評価委員会 

 

 学校法人コア学園 飯田コアカレッジ 学校評価委員会は、平成 25 年度自己評価報告書に基

づいて学校関係者評価委員会を実施し、その結果を以下のとおり報告いたします。 

 

１．平成 25年度学校関係者評価委員（所属等は平成 26年 3月 31 日現在） 

   企業等   新井 一夫氏  株式会社リンクス 代表取締役 

         後藤 大治氏  株式会社マルヒ 代表取締役社長 

         岡沼  勲氏  みなみ信州農業協同組合人事教育課 課長 

         尾澤 敏秀氏  飯田商工会議所 専務理事 

         串原 一保氏  飯田市市長公室秘書室 室長 

   高等学校  牧島  晃氏  長野県阿南高等学校 校長 

   卒業生   福岡 将生氏  株式会社エージェンシー広宣営業部 

   学校    坂巻 道弘   学校長 

         荻野 秀雄   事務長 

         遠山 千尋   教務主任 

 

２．意見等 

  自己評価の結果については、評価委員各位の理解を得、了承をいただきました。また、以下

のような指摘やアドバイスもいただきました。 

 

（１）教育活動について 

・情報系の学生でもパソコンの分解をしたことがないようである。そこで、セットアップな

ども学生に経験させると良い。また学生には、職場で必要なセッティングぐらいできるよ

うに指導し、簡単なトラブルを解決できる技術を身に付けてもらうと役立つ。 

  ・医療事務学科ではインターンシップをしっかり実施しているようであるが、他の学科で受

入先がなくインターンシップを導入できないのであれば、協力できるので言っていただき

たい。 

・現在企業内での社員の技術力が低下しており、企業を支える力が弱くなっている。 

そこで、専門学校で技術力をしっかり身に付け、企業で活躍できる人材を育成していただ

きたい。 

 

（２）学修成果について 

  （学校が、就職支援の一環としてコミュニケーション能力の低い学生に関し、接客のアルバ

イトを推奨していることや、実際に成果が出ていることに関連して） 

  ・コミュニケーション能力を向上させるためには良い取り組みである。 

・アルバイトの経験のある学生とない学生では、入社時に大きな違いがある。 

  ・アルバイトをしていることは、就職活動に対して武器になるし、面接時のピーアールとし



て話題にもできる。 

 

（３）教育環境について 

（在学中パソコンを学生に貸与していることに関連して） 

・パソコンの修理等のために学生のパソコンを預ると、貸与中のパソコンにシールが貼って

あったり、手あかなどできれいでないこともあり、自由に使っていいことと、自由に取り

扱っていいこととを勘違いしているところがあるようなので、就職しても困らないように、

自分の物と学校の物を 区別できるように指導をすると良いと思う。 

 

（４）学生の受け入れ募集について 

  ・飯田職業安定協会で、高校 2年生を対象に飯伊地域の企業を見学して回る「産業職場見学

会」を毎年実施している。飯田コアカレッジも進路先の一つとして、見学対象に加えても

らったらいいのではないか。 

  ・専門学校への進学は進路の一つの道でもあるので、ハローワークで「就職に必要な技術を

身につける教育機関として」紹介してもらうといいと思う。 

・他の専門学校では、学校としてラジオ番組を持っていて、その学校の先生が番組を担当し

ているところもあるようなので、広報活動の一環としてそのようなことも参考にしてもら

うとよい。 

 


